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Ⅰ．はじめに 

 末梢神経インパルスの伝導速度や空間的特徴は，カエルやネコなどの動物実験では詳細が知ら

れているものの，ヒトでは侵襲的な計測が困難なため未だ明らかでない部分が多い。本研究では

腕神経叢を伝播する活動電位を電位と磁場の両方の面から解析することで，神経インパルスの時

間的・空間的プロフィルを可視化することを目的とした。 

Ⅱ．目的 

 健常人を対象に，刺激にともなう末梢神経〜脊髄の活動を電位と磁場の両方の面から解析する

ことで，神経インパルスの伝播速度や活動電位の空間的な長さを可視化することを目的とする。 

Ⅲ．研究の経過 

 東京医科歯科大学先端技術応用医学センターにおいて電位と磁場の計測を行った。健常者 3 名

を対象に手関節部で右正中神経を弱電気刺激し右前頚部から鎖骨部にかけての領域に 12 個の表

面電極を格子状に貼付し誘発電位を記録した。測定された電位から経時的な空間電位分布を補間

計算し，単純 X 線正面像に重ね合わせ表示した。磁場測定は 132ch 超伝導量子干渉素子磁束計を

用いて測定した。測定された磁場信号から空間フィルター法を用いて電流分布を計算し，また神

経走行に沿って仮想電極を設定し，各部位での等価電流波形・電位波形を求めた。 

Ⅳ．結果 

 仮想電極における電流波形と仮想電極近傍の電位波形の比較から，腕神経叢部のインパルス伝

導の時間的・空間的特徴を認めることができた。伝導速度と活動電位長の平均(n=3)はそれぞれ磁

場にもとづく電流計測で 85.8 m/s，437 mm，電位計測で 81.6 m/s，414 mm と概ね一致していた。 

Ⅴ．考察 

 腕神経叢を伝播するインパルスの伝導速度は平均 82–86m/s で,この値は(混合神経である)筋皮

神経の腋窩刺激で針電極により C5 あるいは C6 神経根近傍から記録された既報告 80-81m/s に合

致する結果であった。ネコでは軸索径は最大 20µm で伝導速度は 120m/s といわれているが，ヒト

では直径15 µmを超えることはほとんどなく，最大の直径が14µmとすると6倍した伝導速度84m/s

は今回の実測値に概ね合致する。また本研究では多チャネルで腕神経叢部の電位と磁場の両面か

ら活動電位を記録・解析した結果，活動電位の長さ約 400mm の値を得ることができた。今後，前

腕部あるいは上腕部でのインパルス記録・解析により長い距離を伝播する際の時間的分散につい

ての情報が得られるだろう。磁場計測は電位計測に比べて検査が簡便でかつ侵襲がなく，空間分

解能も高いことから，今後臨床応用に有用であると考えられる。 
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